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博士論文要約 
カナダにおける日本人水産移民の歴史地理学研究 

ｶﾜﾊﾗ ﾉﾘﾌﾐ 
河原典史 

 
 
全体の要旨 
本書の研究目的は、歴史地理学のアプローチを重視し、時間と空間からカナダ日本人水産

移民史を明らかにすることである。研究対象期間は、1800 年代末期から太平洋戦争勃発ま

での約 50 年とする。空間スケールについては、出身地と移住地について相互に考え、集落、

さらに家族や個人レベルでも検討する。そして、陸上の居住空間と海上の漁場空間とを相互

補完的に考察する。つまり、日本での出身地を基盤とする社会・経済的な分業システムや、

他民族とのかかわりにおける居住空間の特徴的な利用について論じる。 
具体的には、サケ缶詰産業における日本人世業者の役割について他民族との分業体制を

明らかにする。日本人漁業者がバンクーバー島西岸への移住や、日本人造船業者の活動につ

いて研究する。さらに、日本人漁業者の独占的な産業となった塩ニシン製造業や、鯨油を採

取する捕鯨業に関わった日本人漁業者も検討する。 
サケ缶詰産業と捕鯨業では、ファースト・ネーション、イギリス・ノルウェー系の白人、

中国人などと日本人との棲み分けがなされていた。ただしそれは、必ずしも全てが排斥によ

るものではなかった。それは、産業の発展にともなう合理的な空間配置であった。やがて、

カナダ資本から脱した日本人は塩ニシン製造業へも展開した。さらに、バンクーバー島西岸

の漁村開拓も開拓した。日本人集住地では地縁・血縁関係から棲み分けが生じていた。 
このように時間と空間をとらえる歴史地理学からのアプローチから、新たな日本人水産

移民史が明らかになった。この視点は、アジア人の移動にともなうカナダ開拓史の再検討に

も通じるのである。 
 
 
本書の目的 
 本書では、先行研究で取りあげられてきた多くのサケ缶詰産業だけでなく、捕鯨業や塩ニ

シン製造業、さらには造船業も包含し、漁業移民ではなく「水産移民」としてカナダ日本人

移民史を考察する。この研究の枠組みをふまえた研究の目的とその独自性は、次のようにな

る。 
①カナダ日本人移民史の特徴として、自由移民としてサケ缶詰産業を中心とする漁業に

携わった日本人について検討する。ただし、漁業をめぐる生業と関連する他産業も含め

た彼らを、「水産移民」という枠組みでとらえる。また、鉄道保線工をはじめとする契

約移民から水産業への転向についても看過しない。 
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②歴史地理学からのアプローチを重視し、時間と空間のスケールに留意しながら、テーマ

に応じて「水産移民」をとらえる。時間、いわゆる研究対象期間とするタイムスパンに

ついては、日本人移民が渡加した 1800 年代末期から太平洋戦争勃発までの約 50 年を

対象とし、世界レベルでの社会・経済的背景や、さまざまな技術革新による変化を考察

する。空間スケールについては、出身地（送出地）と移住地（受容地）とを、相互に考

えねばならない。前者では先行研究にありがちな都道府県レベルではなく、集落単位で

考察することに努める。さらに、イエやヒトのスケールでも検討し、単なるパイオニア

の賞賛では留まらない検討を心がける。 
③漁業をめぐる地理学の発展性をふまえ、陸上である漁村と海上の漁場とを相互補完的

に考察する。前者では、居住空間以外の漁業補助空間についても検討する。その場合、

他民族との国際的な分業システムによる居住地の住み分けについて大縮尺図から検討

する。後者では時間スケールとも関わった年周性や日周性から、漁場利用の生態を分析

する。 
④このような①～③の分析を行うにあたり、さまざまな資料の活用を試みる。文献史学が

活用してきた外務省の行政資料に留まらず、漁業に関する日本の農商務省やカナダ各

地の文書館、ならびに個人家所蔵の資料、とりわけ古写真を積極的に活用する。 
  
 
章構成 
第 1 章 はじめに―カナダ日本人漁業移民史の再考― 

1 海を渡った日本人 2 漁業移民史から水産移民史へ 3 本書の構成 
第 2 章 研究の目的とその歴史地理学的アプローチ 

  Ⅰ．カナダ日本人移民史研究の課題と研究目的 
   1 北米におけるカナダ日本人移民史研究 2 日本における日本人移民史研究の課題 

   3 漁場利用と漁業補完空間 4 カナダ日本人水産移民史の研究目的 
 Ⅱ．資料の活用と研究方法 
  1 日本の出身地を知る 2 カナダへの移住を知る 3 個人データを知る 

4 オーラルデータの活用  5 おわりに  
第 3 章 カナダ日本人移民史の概略 

1 はじめに 2 初期の日本人移民 3 出身地との関係  
4 カナダ・センサスからの考察 5 戦時中のカナダ日本人移民 6 おわりに 

第 4 章 サケ缶詰産業をめぐる日本人移民 
 Ⅰ．サケ缶詰産業をめぐる日本人移民 
  1 はじめに  2 BC 州におけるキャナリーの展開 

3 BC 州サケ缶詰工場図集成にみるサケ缶詰産業と日本人漁業者 
4 バンクーバー・キャナリーで従事する日本人 5 2 つのキャナリーの比較検討 
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  Ⅱ．フレーザー川河口の漁場利用 
      1 はじめに  2 サケ刺網漁業に就くこと ―『無名の勇士』から― 

3 サケを獲ること ―『山宣日記』と報告書から― 
4 サケ缶詰を作ること ―視察報告書から―  5 おわりに 

  Ⅲ．漁業への転業とサケ集配業 
      1 はじめに  2 ブランスウィック・キャナリーの諸相 

3 ブランスウィック・キャナリーの鹿児島県出身者 4 サケ集配をめぐる歴史的資料     
5 おわりに 

第 5 章 捕鯨業をめぐる日本人移民 
 Ⅰ．捕鯨業にみる民族的分業システム 
    1 はじめに  2 捕鯨船への乗組員と日本人 

3 ネーデン・ハーバー捕鯨基地の施設  4 ローズ・ハーバー捕鯨基地の日本人主任 
5 ローズ・ハーバー捕鯨基地の運営を支えた日本人   6 おわりに 

 Ⅱ．捕鯨業からの転業 
  1 はじめに 2 小坂夫妻の渡航 3 ローズ・ハーバー捕鯨基地の日本人主任 
  4 バンクーバー島での塩サケ製造 5 バンクーバーでの小坂兄弟  6 おわりに 
第 6 章 塩ニシン製造業をめぐる日本人移民 

  Ⅰ．塩ニシン製造業と日本人 
   1 はじめに 2 塩ニシン製造業の展開  3 資料にみる塩ニシン製造業 

4 塩ニシン製造業で活躍した日本人  5 おわりに 
  Ⅱ．ニシン巾着網漁業と漁場利用 
   1 はじめに 2 ニシンの漁場とその漁期  3 巾着網漁業の設備 

4 ニシン巾着網漁業の漁場と漁法 5 おわりに 
 Ⅲ．太平洋をめぐるニシン 
  1 はじめに  2 ニシンの加工と輸出  3 ニシンの輸出先 

4 日本から植民地へ  5 おわりに 
第 7 章 バンクーバー島西岸における漁村の開拓 
 Ⅰ．ユクルーレットへの移住と日系漁業組合の設立 
  1 はじめに  2 バンクーバー島西岸への日本人漁業者の移住 

3 日本人による漁業組合の設立  4 居住者構成の変化 5 漁業ライセンスの移動   
6 おわりに 

 Ⅱ．トフィーノとバムフィールドへの移住 
  1 はじめに  2 トフィーノへの移住 3 クレヨコット・トフィーノでの生活 

 4 職業構成とその変化  5 バムフィールドの日本人漁業者  6 おわりに 
 Ⅲ．ユクルーレットの女性と子供たち 
    1 はじめに  2 開拓のようす  3 ユクルーレットの女性たち 
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4 ユクルーレットの教養と娯楽  5 排日と親日のはざまで  6 おわりに 
第 8 章 漁業を支える日本人 

  Ⅰ．スティーブストンにおける日本人造船業 
      1 はじめに  2 スティーブストン周辺の日本人造船業 

3 スキーナ川河口における日本造船業  4 スティーブストンにおける日本造船業 
5 日本人の漁船名の移りかわり  6 おわりに 

  Ⅱ．日本人への日用品の販売 
      1 はじめに  2 カナダへの渡航から雑貨店経営まで 

3 火災保険図と BC 州住所氏名録  4 丸野家の発展  5 おわりに 
第 9 章 水産移民の分業システムとネットワーク 

1 国際的な分業システムと居住空間の分化  
2 水産業への転業・水産業からの転業―おわりに 

 
 
各章の要約 
第 1 章 はじめに 

  カナダ日本人移民史に関する研究では、ブリティッシュ・コロンビア州（以下、BC 州）

のフレーザー川河口におけるスティーブストンでのパイオニアへの賞賛が多かった。ま

た、彼らのマイノリティとしての異文化性が排斥史観的に説明されてきた。そこで著者は、

サケ缶詰産業における日本人世業者の役割について他民族との分業体制を明らかにする。

日本人漁業者がバンクーバー島西岸への移住や、日本人造船業者の活動について研究す

る。さらに、日本人漁業者の独占的な産業となった塩ニシン製造業や、鯨油を採取する捕

鯨業に関わった日本人漁業者も検討する。 
 
第 2 章 研究の目的とその歴史地理学的アプローチ 
Ⅰ．カナダ日本人移民史研究の課題と研究目的 

  北米での研究成果をみると、カナダ水産業の中心であったサケ缶詰産業との関係で日

本人漁業者が記述されてきた。他の水産業で活躍した日本人の考察は少ない。近年の日系

カナダ人によるファミリーヒストリーは、カナダ日本人水産史研究を大きく前進させた。 
これまでの日本人移民史研究では、彼らの移住後、農地の拡大による定着、都市部への

移動と現地社会での同化に焦点があてられてきた。しかし、農業や都市の諸産業に従事し

た日本人移民とは異なる特徴的な水産移民の分析が必要である。 
本書の研究目的は、歴史地理学のアプローチを重視し、時間と空間からカナダ日本人水

産移民史を明らかにすることである。研究対象期間は、1800 年代末期から太平洋戦争勃

発までの約 50 年とする。空間スケールについては、出身地と移住地について相互に考え

る。集落、さらに家族や個人レベルでも検討する。そして、陸上の居住空間と海上の漁場
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空間とを相互補完的に考察する。つまり、日本での出身地を基盤とする社会・経済的な分

業システムや、他民族とのかかわりにおける居住空間の特徴的な利用について考察する。 
 
Ⅱ．資料の活用と研究方法  
分析にあたっては、日本人住所氏名録や、外務省外交史料館、農商務省や大日本水産会に

よる報告書を活用する。とくに、大縮尺図とその解説を記した Plans of Salmon Canneries 
in British Columbia together with Inspection Reports on Each,1923（BC 州サケ缶詰工場

図集成）は、居住空間の考察に有益である。その他、“BC Directory（BC 州住所氏名録）”

“Debits（帳簿）”、“Check（小切手〉）”など、各地の文書館の所蔵資料を活用した。さら

に、古写真や日記を併用し、日本人のライフヒストリーを描いた。そのときの聞き取り調査

は、重要である 
 
第 3 章 カナダ日本人移民史の概略 
 最初にカナダへ移住した日本人は、長崎県口之津出身の永野萬蔵である。1877 年にイギ

リス船の水夫として渡加した彼は、BC 州のニュー・ウエストミンスターでサケ漁業に従事

し、やがてビクトリアで美術商、雑貨業や宿泊業を営んだ。1888 年には、和歌山県三尾(み
お)出身の工野儀兵衛がフレーザー川河口のスティーブストンに渡り、彼の呼び寄せにより

和歌山県の沿岸部から自由移民として多くの人びとが渡加した。彼らの多くはサケ缶詰産

業を中心とする水産業に従事した。その他、滋賀県出身者はおもに製材業や商業、鹿児島県

や熊本県などの九州出身者は、移民契約会社の鉄道保線工や炭鉱夫として渡加した。 
 
第 4 章 サケ缶詰産業をめぐる日本人移民 
Ⅰ．サケ缶詰産業をめぐる日本人移民 

1920 年代のカナダには、約 80 ヶ所のサケ缶詰工場（キャナリー）が操業されていた。経

営者であるイギリス系のもと、ファースト・ネーション（インディアン）だけでなく、多く

の中国人が缶詰製造、日本人移民はその材料となるサケ類の漁獲に従事していた。日本人は

全体の 60％のキャナリーで春～秋季に雇用されていた。そこでは、ファースト・ネーショ

ンの居住施設は Indian Hut（小屋）、中国人は Chinese Bunk（寝台舎）、そして、日本人

は、Japanese Cabin（簡易住居）が提供された。その他、Net House（網小屋）や Net Rack
（網干場）のほか、日本人の居住区には、漁船や運搬船の新造・修理を担う Boat Builder
（造船所）が設けられることもあった。 
 
Ⅱ．フレーザー川河口の漁場利用 

1920 年代以前、フレーザー川流域のサケ刺網漁業（gill net fishery）では、漁船は無動

力であり、漁場まで動力船に牽引されていた。上潮時に遡上するサケを対象として漁業者は

出漁し、無動力船ゆえに潮汐と出漁のタイミングを計っていた。彼らは川岸に近い浅い場所
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に錨を下ろし、河川の流れによって上流から下流へと移動を繰り返した。その漁網の可動範

囲が個々の漁場になったのである。8 月の漁繁期には、午前 3 時頃から深夜 12 時頃まで

刺網漁業が行われていた。 
 
Ⅲ．漁業への転業とサケ集配業 
東京移民合資会社による契約移民の多くは、鉄道保線工として渡加した。契約期間を終え

ると彼らは、先に和歌山県出身者が自由移民として活躍していたサケ缶詰産業に転じるこ

とが多かった。鹿児島県出身者をはじめとする彼らの居住地は、スティーブストンではなく、

カナ水路やイーバンなど遠方のキャナリーで雇用された。先住者である高崎家は英語を理

解できたので、キャナリーで集配船を任された。 
 
第 5 章 捕鯨業をめぐる日本人移民 
Ⅰ．捕鯨業にみる民族的分業システム 
 19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて、カナダ北西岸の各地にいくつかの捕鯨基地が開設

された。捕鯨船船長と機関長はイギリス人、砲手と水夫はノルウェー人が務めていた。捕鯨

基地では約 80 名が働き、おもにイギリス人は技師長、書記、採油・肥料主任などの事務を

任っていた。それに対し、日本人は同胞者を取りまとめる主任のもとで、皮・肉切りなどの

雑役、中国人は鯨油の採集に就いていた。捕鯨基地の施設配置をみると、解体場を中心に事

務所の他、日本人と中国人とに分かれた住居が建ち並んでいた。この分業システムと居住空

間の配置は、サケ缶詰産業と類似する。 
  
Ⅱ．捕鯨業からの転業 
 1909～14 年、ハイダ・グアイ（クイーン・シャーロット諸島）のローズ・ハーバー捕鯨

基地における日本人主任は、大分県臼杵出身の小坂茂一であった。第一次大戦の終戦によっ

て、捕鯨基地が閉鎖されると、小坂家はそこを離れ、バンクーバー東部のフレーザー谷へ移

った。ここでは、おもに日本人はイチゴ栽培に携わっていた。先に大分県出身者がおり、小

坂家はその地縁的関係によってこの地へ移った。1926 年に小坂家は再び転居し、バンクー

バー島のリザドン湾へ移った。ここで小坂家は、塩サケ製造業を営んだ。 
 
第 6 章 塩ニシン製造業をめぐる日本人移民 
Ⅰ．塩ニシン製造業と日本人 
 1900 年当初、バンクーバー島東岸に約 40 カ所の塩ニシン工場が建設された。大規模な

漁具・漁業施設が必要なこの産業では、都市出身者が流通・貿易をし、和歌山県の漁村出身

者が漁撈を担っていた。ナナイモ湾岸では、塩ニシン製造業は秋から春にかけての季節的な

労働であり、日本人の住宅は出稼ぎ小屋として利用されていた。1910 年 9 月に発生した火

災後、連立していた塩ニシン工場はナナイモ沖のニューキャッスル島に移転した。 
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Ⅱ．ニシン巾着網（seine fishing）漁業と漁場利用 
 ニシン漁業に関わる漁船は、ニシン群を漁獲する 2 隻の網船のほか、曳船やスカウと呼

ばれる無動力の運搬船から構成されていた。曳船には船長と機関長のほか、2 人の船頭が乗

船した。そして、2 隻の網船には 25 人ずつが分乗した。和歌山県出身の船頭は、海上に浮

上してくるニシンを空中から狙うカモメや、魚群が映る海水の色、ニシンが発する気泡や水

音に注目してニシン群を発見した。魚群を取り囲んだ後、スカウに移った漁業者はたも網を

利用してニシンを掬い入れた。この作業には、日本人だけではなく、ユーゴスラビア系移民

も関わっていた。 
 
Ⅲ．太平洋をめぐるニシン 
 第二次世界大戦以前のカナダ水産界では、魚肥としての加工や魚卵の採取が禁じられて

いた。そのため、ニシンは塩漬けされて日本へ輸出されるようになった。第一次大戦で荒廃

した北大西洋沿岸に代わって、カナダ西岸において日本人の独占的な産業となった同業は

厳しい排斥をうけた。そのなかで、塩ニシンは日本を経由して香港や上海へ輸出されていた。

それに対し、ピクルスはヨーロッパ、燻製はカリブ海へ輸出されていた。  
 
第 7 章 バンクーバー島西岸における漁村の開拓 
Ⅰ．ユクルーレットへの移住と日系漁業組合の設立 
 1913 年、カナダ太平洋鉄道の工事によってサーモンの遡上量が異常をきたした。また

1918 年に大きな火災が起ったスティーブストンでは、漁船の動力化が始まっていた。その

ようななか、日本人漁業者がバンクーバー島西岸の沖合に大きな漁場を発見した。それによ

って、スティーブストンからユクルーレットを中心とするバンクーバー島西岸に移住する

者が続出した。和歌山県出身の前川勘蔵は、ユクルーレットに 1924 年に日系漁業組合を組

織した。そこでは、清水・浜出・箱田湾や砂浜湾、ならびにフレーザー湾のように日本人は

出身地毎に居住地が形成された。 
 
Ⅱ．トフィーノとバムフィールドへの移住 
 バンクーバー島西岸のトフィーノやバムフィールドにおいて、日本人漁業者は極めて限

定された地区に居住していた。後者では日本人は、より奥深くに湾入しているグラップラー

入江に集住していた。ここは貝・海草類の採集に適しており、何より北西風を防ぐことがで

き、漁船の繋留に都合がよかった。日本人漁業者は、決して差別的な境遇から居住地が限定

されたのではなく、漁業者として最適な場所を選択したにすぎない。 
 
Ⅲ． ユクルーレットの女性と子供たち  
ユクルーレットでは、日本語学校の設立やカナダ建国記念日の行事開催など教育や娯楽
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もあった。また、婦人たちは夫が出漁した後、趣味を楽しんだ。それを支える日本人ネット

ワークが、形成されていた。出身地による分業システムによって日系漁業組合の船長、機関

長や経理、そして日本語学校の教師は和歌山県人以外の人々であった。また、親日家の白人

がいたことも重要である。 
 
第８章 漁業を支える日本人 
Ⅰ．スティーブストンにおける日本人造船業 
 1910 年代以降、カナダ西岸の日系漁民に漁船の動力化に関する特需が生じた。それ以前

の無動力船時代では、家大工経験者が応じてきた漁船の修理が、動力船になると対処できな

かった。そのとき、伝統的な造船業地域で生誕し、高次な技術を修得していた日系船大工が

活躍したのである。その中心となったのは、多数の日系漁民を輩出した和歌山県のなかでも、

日置や新宮などの南部の人々であった。 
 
Ⅱ．日本人への日用品の販売 
 大阪府南部出身の丸野吉太郎は、地籍資料によれば所有地を売却することによって渡航

費用を捻出したようである。渡加後、彼はフェアビュー地区で精米業や宿泊業を営んだ。や

がて、最大の日本人集住区であるパウエル地区へ進出した。さらに、菓子製造業から魚屋へ

と業種も変わり、マネージャーは吉太郎から、息子の栄三郎へ移り、その娘も事務・経理を

担った。その過程は、“BC Directory”を時系列的に精査すると判明する。栄三郎の経営す

るユニオン魚屋は、バンクーバー島の各地へも定期的に訪問販売をしていた。 
 
第９章 「水産移民」の居住空間とネットワーク 
 サケ缶詰産業と捕鯨業では、ファースト・ネーション、イギリス・ノルウェー系の白人、

中国人などと日本人の棲み分けがなされていた。ただしそれは、必ずしも全てが排斥による

ものではなかった。それは、産業の発展にともなう合理的な空間配置であった。やがて、カ

ナダ資本から脱した日本人は塩ニシン製造業へも展開した。さらに、バンクーバー島西岸の

漁村開拓も開拓した。日本人集住地では地縁・血縁関係から棲み分けが生じていた。このよ

うに時間と空間をとらえる歴史地理学からのアプローチから、新たな日本人水産移民史が

明らかになった。この視点は、アジア人の移動にともなうカナダ開拓史の再検討にも通じる

のである。 
 今後の課題として、契約移民として 20 世紀初頭に渡加した日本人の水産業への転業を考

える。さらに、1920 年代の漁業ライセンスの削減によって、漁業からガーディナーへの転

業も検討しなければならない。戦後における他産業への展開も含めて、カナダにおける日本

人水産移民史を総合的に理解することが必要である。 
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